
国語科学習指導案 

 指導者 広島市立○○中学校 

教諭  ○○ 〇〇  

１ 日時   令和元年１０月○日（○） 

２ 場所   第２学年○組教室 

３ 学年・組 第２学年○組 

４ 単元名  「根拠を明確にして意見を書こう  意見文を書く」 

５ 単元の目標 

（１） Ｂ 書くこと ウ  

・ 事実や事柄，意見や心情が相手に効果的に伝わるように，説明や具体例を加えたり，描写を工夫 

したりして書くこと。 

（２） 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 イ（オ） 

・ 相手や目的に応じて，話や文章の形態や展開に違いがあることを理解すること。 

言語活動例（２）イ 

 多様な考えができる事柄について，立場を決めて意見を述べる文章を書くこと。 

 ６ 単元の評価規準 

 

 

 

 

 

 

 

７ 単元について 

（１） 生徒の状況 

・ 本学級の生徒は第一学年「根拠を明確にして書こう」において，主張と事実のつながり，事実と

理由のつながりを吟味する活動を行った。その学習を生かして自分の意見や考えを相手に納得して

もらおうと，主張・事実・理由の整合性に注意して文章を書く生徒が多い。一方，一般的な考えや

他者の考えを想定したり，それらを自身の文章に反論として取り入れたりする生徒は少なく，反論

の示し方等，意見の説得力を高める工夫については，その理解，文章への活用ともに課題が見られ

る。 

 

（２） 教材の価値 

・ 本教材は身近な課題についての意見や考えを自分の立場と根拠を明確にし，文章の構成を工夫し

て書くことをねらいとしており，根拠の示し方や反論の想定等，意見をより明確にしたり，深めた

りするための工夫について考える場面が学習過程に位置付けられている。特に同じ立場で意見を述

べながらも根拠の示し方，工夫の仕方の異なる二つの例文が示されていることにより，生徒は例文

を比較することで「反論とそれに対する考えを示す」ことについて，その効果を実感しながら意見

文の説得力を高める工夫について考えることができる。また，意見文を改善するために助言し合う

活動が示されており，その観点として「根拠が納得のいくものか」「反論を検討して，意見を深めて

いるか」が挙げられている。それらの観点を具体化して示すことで，生徒は既習事項（根拠の論理

を吟味し，妥当性を検討する）を振り返りつつ，自身の書いた反論とそれに対する考えについても

論理性を意識して吟味することができると考える。 

 

（３） 指導の工夫 

① 思考の可視化（ワークシートの工夫） 

 ・ 意見・事実・根拠・反論の関係を図示したワークシートを作成する。それぞれの内容を付箋紙

に記入させ，それをワークシート上に配置することで，論の筋道を可視化するとともにグループ

ワークでの助言や自身の検討結果を即座に反映できるようにする。 

② 意見文の課題の設定 

 ・ 生徒の意見を支える根拠となる事実や理由を想起しやすくするために，生徒の生活体験に即し

た課題を設定する。また，課題は複数準備し生徒が書きたいと思うものを選択できるようにする。 

 

 

国語への関心・意欲・態度 書く能力 言語についての知識・理解・技能 

課題に対する自分の立場や意見が

効果的に伝わるように根拠を明確

にしたり相手の反論を予想したり

して文章を書こうとしている。 

自分の立場や意見が効果的に伝わ
るように，根拠を説明したり相手
の反論を予想して自分の考えをま
とめたりして文章を書いている。 

読み手に自分の考えやその根拠な

どが効果的に伝わるように文章の

展開を工夫している。 

 



③ 単元に位置付ける言語活動の設定 

 ・ 自分の意見への反論とそれに対する考えを意見文の構成に取り入れる等の工夫を生徒に定着さ

せるためには，形式として指導するだけでなく，読み手がどのように読むのかを具体的に思い描

くことの大切さを生徒に実感させることが不可欠であると考える。そこで本単元では新聞という

読み手を強く意識するメディアと指導内容を関わらせた「意見文を新聞に投書する」という言語

活動を設定する。それによって読み手を納得させるという目的を意識させたい。 

 

 ８ 指導と評価の計画（全５時間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 主たる学習活動 
国語への関心 

意欲・態度 
書く能力 言語についての

知識・理解・技

能 

評価規準・評価方法 

１ 課題を決め自分の立場を明ら

かにし意見文①を書く。 
◎   

自分の立場と根拠を明

確にして文章を書こう

としている（授業観察，

意見文①） 

２ 「練習 意見文の説得力を考

える」を基に根拠の述べ方と

反論の効果について確認し，

ワークシートに意見の根拠と

なる事実と考察を書く。 

○ ◎  

意見を支える根拠を事

実と事実から考察した

ことに分類しワークシ

ートに記述している（ワ

ークシート） 

３
（
本
時
） 

意見文①に対する筋道の通っ

た反論を考える。 

 ◎ ○ 

意見文①に対する筋道

の通った反論とそれに

対する考えをワークシ

ートに記述している（ワ

ークシート，授業観察） 

４ ワークシートで検討した立場・

根拠・反論の関係を基に意見文

②（新聞への投書）を書く。 

○ ◎ ○ 

自分の立場や意見が効

果的に伝わるように，根

拠を説明したり相手の

反論を予想して自分の

考えをまとめたりして

文章を書いている。（意

見文②） 

５ 意見文を読み合い，助言し合

う。 

  ◎ 

意見を支える説得力の

ある根拠になっている

か，筋道の通った反論に

なっているかという観

点で助言しようとして

いる（授業観察） 

 



９ 本時の目標（３／５） 

 「意見文①の意見・根拠に正対する反論とそれに対する考えを書くことができる」 

 

10 本時の学習展開   

 学習活動 指導上の留意点 評価規準・評価方法 

導

入 

１ 本時の目標を確認する。 

  

・前時の学習を思い出させる。 

 

 

 

展

開 

２ 前時に記入した意見・事実・考察につ

いて，つながりが適切かどうかを確認す

る。 

 

３ 意見文①の根拠に正対する読み手の

反論とそれに対する考えを付箋に記入

する。 

 

 

 

 

 

 

４ グループでのアドバイスを受け，再

度，意見・根拠と反論のつながりを吟味

する。 

 

 

 

 

・第一学年「鑑賞文を書く」で学んだ主

張と根拠のつながりを想起するよう促

す。 

 

・反論の述べ方のモデルを黒板に掲示

し，随時参照できるようにする。 

・筋道が通った反論とは何かを前時に使

用したプリントから思い出させる。 

筋道の通った反論とは 

・立場，根拠の考察と正対する。 

・反論に対する考えは反論と対立する。 

・反論を支える根拠がある。 

 

・参考になったアドバイスは，ワークシ

ートの考察や反論に色ペンで書き加え

させる。 

・筋道の通らない反論や反論に対する考

えは取り除かせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 反論や反論に

対する考えが，意

見・根拠に正対し自

分の意見を支える

ものになっている。 

 

Ｂ 意見・根拠に正

対した反論を書い

ている。 

 

（ワークシート） 

 

ま

と

め 

５ 本時の学習を振り返る。 

 

 

反論とそれに対する考えを書く際に気

付いたことを発表させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意見文①に対する筋道の通った反論とそれに対する考えを書こう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意
見
文
の
説
得
力
を
考
え
る 

 

 

Ａ 

私
は
、
商
品
の
過
剰
な
容
器
包
装
は
や
め
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。 

 
 

昨
日
、
私
が
出
し
た
ご
み
を
見
て
み
る
と
、
メ
モ
用
紙
や
レ
シ
ー
ト
の
他
、
書
店
で

く
れ
た
紙
の
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
と
紙
袋
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
買
っ
た
お
菓
子
の

空
き
箱
と
レ
ジ
袋
な
ど
が
あ
っ
た
。
他
の
人
も
、
容
器
包
装
の
ご
み
が
多
い
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。
テ
レ
ビ
で
も
過
剰
包
装
の
問
題
を
放
送
し
て
い
た
。 

 
 

私
は
、
地
球
の
環
境
を
考
え
て
、
容
器
包
装
の
ご
み
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
す
る
よ

う
に
努
力
す
る
べ
き
だ
と
思
う
。 

 
 
 

（
光
村
図
書 

国
語
２
学
年
教
科
書
よ
り
） 

 

意
見
文
の
説
得
力
を
考
え
る 

 

Ｂ 

私
は
、
商
品
の
過
剰
な
容
器
包
装
は
や
め
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。 

 
 

容
器
包
装
に
は
、
紙
パ
ッ
ク
、
ト
レ
イ
、
包
装
紙
、
レ
ジ
袋
な
ど
が
あ
る
。
環
境
省

の
統
計
で
、
家
庭
ご
み
の
中
で
の
こ
れ
ら
の
割
合
は
、
重
量
で
は
約
二
十
五
パ
ー
セ
ン

ト
。
容
積
で
は
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
に
な
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、
容
器
包
装
を
減
ら

す
と
、
か
な
り
の
ご
み
を
減
ら
せ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 
 

売
り
手
が
、
商
品
を
き
れ
い
な
状
態
で
届
け
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
わ
か
る
。
し
か

し
、
こ
れ
は
、
消
費
者
が
そ
う
望
ん
で
い
る
と
考
え
て
の
こ
と
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
、
消

費
者
が
過
剰
な
包
装
を
断
れ
ば
、
解
決
で
き
る
は
ず
だ
。 

 
 

私
は
、
世
の
中
全
体
で
過
剰
包
装
を
減
ら
す
努
力
を
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

（
光
村
図
書 

国
語
２
学
年
教
科
書
よ
り
） 

 

「
意
見
文
の
説
得
力
を
考
え
る
」
の
反
論
に
当
て
は
ま
る
文
は
，
次
の
ア
～
オ
の
ど

れ
で
す
か
。
選
ん
だ
理
由
も
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

ア 

売
り
手
が
、
商
品
を
き
れ
い
な
状
態
で
届
け
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
わ
か
る
。 

し
か
し
、
こ
れ
は
、
消
費
者
が
そ
う
望
ん
で
い
る
と
考
え
て
の
こ
と
だ
ろ
う
。
だ
か

ら
、
消
費
者
が
過
剰
な
包
装
を
断
れ
ば
、
解
決
で
き
る
は
ず
だ
。 

 

イ 

容
器
包
装
を
し
な
く
て
も
物
を
買
う
こ
と
は
で
き
る
。
実
際
に
日
本
で
も
、
日
本 

以
外
で
も
ビ
ニ
ー
ル
包
装
を
せ
ず
に
販
売
し
て
い
る
。 

 

ウ 

容
器
包
装
を
し
な
く
て
も
良
い
と
い
う
人
も
い
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
ク
リ
ス
マ

ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
誕
生
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
き
れ
い
な
包
装
を
し
て
い
る
方
が
嬉
し

い
。
だ
か
ら
包
装
が
い
ず
れ
ご
み
に
な
る
と
い
う
こ
と
ま
で
考
え
る
必
要
は
な
い
。 

 

エ 

過
剰
な
包
装
を
や
め
れ
ば
、
ご
み
を
減
ら
せ
る
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。
今
の
状

態
を
維
持
す
る
こ
と
も
あ
な
が
ち
間
違
い
で
は
な
い
と
思
う
。 

 

オ 

現
在
、
海
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
以
上
海
洋
生
物
に
被
害
を
与
え
な
い
た
め
に
も
、
ご
み
を
減
ら
す
運
動
を

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 

 

反

論 



 

  

意
見
文
の
例 

 
 

日
本
で
は
、
使
用
済
み
の
パ
ソ
コ
ン
は
、
パ
ソ
コ
ン
メ
ー
カ
ー
な
ど
が
回
収
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
国
内
で
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
た
い
へ
ん
高
い
。
し
か
し
、
世
界
に
は
そ
う
で
な
い
国
も
あ
る
。
私
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
問
題
は
、

日
本
だ
け
で
な
く
、
地
球
全
体
の
視
点
で
み
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。 

 
 

ア
フ
リ
カ
の
ガ
ー
ナ
の
あ
る
地
域
で
は
、
外
国
か
ら
輸
出
さ
れ
て
き
た
使
用
済
み
パ
ソ
コ
ン
が
、
廃
棄
物
と
し
て
山
積
み
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
外
国
か
ら
中
古
パ
ソ
コ
ン
と
し
て
輸
出
さ
れ
て
き
た
も
の
の
、
実
際
に
は
使
い
物
に
な
ら
ず
廃
棄
さ
れ
た
も
の
や
、
部
品
を
リ
サ
イ

ク
ル
す
る
に
も
、
専
門
的
な
知
識
や
技
術
が
不
足
し
て
い
て
放
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

 
 

パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
電
子
製
品
に
は
、
部
品
に
有
毒
な
物
質
を
含
む
も
の
も
あ
り
、
現
地
で
深
刻
な
環
境
汚
染
や
健
康
被
害
を
引
き
起
こ
し
て

い
る
そ
う
だ
。
こ
の
こ
と
は
、
環
境
問
題
と
し
て
も
、
ま
た
、
人
道
的
な
面
か
ら
も
と
う
て
い
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
。 

 
 

日
本
国
内
で
、
資
源
の
循
環
が
で
き
て
い
れ
ば
問
題
な
い
と
考
え
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
考
え
方
を
続
け
て

い
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
被
害
は
ま
す
ま
す
拡
大
す
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
い
ず
れ
地
球
規
模
の
環
境
破
壊
と
し
て
、
私
た
ち
の
身
に
も
降
り
か

か
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。 

 
 

人
や
お
金
や
物
が
国
境
を
越
え
て
活
発
に
動
く
現
代
は
、
私
た
ち
一
人
一
人
の
行
動
や
考
え
方
が
、
世
界
の
ど
こ
か
で
何
ら
か
の
影
響
を
与

え
ず
に
は
お
か
な
い
。
こ
の
こ
と
を
肝
に
銘
じ
、
リ
サ
イ
ク
ル
や
ご
み
問
題
に
つ
い
て
地
球
全
体
の
視
点
で
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
光
村
図
書 

国
語
２
学
年
教
科
書
よ
り
） 

① 

事
実
、
調
べ
た
こ
と
を
表
す
文
末
表
現
に
赤
線
を
引
こ
う
。 

② 

考
え
を
表
す
文
末
表
現
に
黒
線
を
引
こ
う
。 

③ 

意
見
に
対
す
る
反
論
部
分
を
［ 

］
で
囲
も
う
。 

④ 

こ
の
意
見
文
で
一
番
言
い
た
い
部
分
は
ど
こ
？
書
き
出
し
て
み
よ
う
。 



 

 反
論 

 

反
論
に
対
す
る
考
え 

 

鉛
筆
か
シ
ャ
ー
ペ
ン
か 

 

電
子
辞
書
か
紙
の
辞
書
か 

選
ん
だ
課
題 

 
 

 
 

 年
賀
状
か
メ
ー
ル
か 

 
 

昼
の
部
活
は
あ
り
か
な
し
か 

立場 
 

事
実 

考
察
（
事
実
か
ら
考
え
た
こ
と
は
？
） 

根拠 

なぜなら 

  だから 

反論について 考察について 事実について  

事
実
と
考
察
に
対
す
る
筋

道
の
通
っ
た
反
論
と
そ
れ

に
対
す
る
考
え
を
書
い
て

い
る
。 

事
実
と
考
察
（
考
え
た
こ

と
）
の
つ
な
が
り
が
あ
る
。 

事
実
の
考
察
（
考
え
た
こ

と
）
を
書
い
て
い
る
。 

正
確
な
事
実
を 

書
い
て
い
る
。 

立
場
を
支
え
る
事
実
を 

書
い
て
い
る
。 

評
価
の
観
点 

     評
価
○
△×

 

 

ア
ド
バ
イ
ス 

 

・ ・ ・ 


